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会 議 録 

 

１ 会議名 

平成３０年度第７回中郷区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

（１）報告（公開） 

勝馬投票券場外発売所立地関連地域振興基金の活用による二本木駅周辺の整備に

関する意見書の回答について 

（２）協議（公開） 

自主審議事項について 

（３）その他（公開） 

３ 開催日時 

平成３０年９月２７日（木）午後６時３０分から午後７時５０分まで 

４ 開催場所 

中郷区総合事務所 第４会議室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委   員：荒川清尊、岡田雅範、岡田龍一、坂田浪平、髙橋京子、髙橋達也 

竹内靖彦、古川由美子、松原功、水嶋敏昭、陸川昇一 

  ・財 務 部：池田浩財務部長 髙橋彰夫用地管財課長 

・事 務 局：木村雄二中郷区総合事務所長、小嶋淳一次長、城戸俊夫市民生活・ 

福祉グループ、教育・文化グループ長 

         総務・地域振興グループ  丸山良彦班長、藤井寿季主事 

        市民生活・福祉グループ  内田慎一班長 

以下、総務・地域振興グループは総務Ｇ、市民生活・福祉グループは

市民Ｇ、教育・文化グループは教育Ｇ、グループ長はＧ長と表記 
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８ 発言の内容（要旨） 

【丸山班長】 

・会議の開会を宣言 

【高橋会長】 

  ・挨拶 

【丸山班長】 

   ・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以

上の出席を確認、会議の成立を報告。 

【高橋会長】 

・会議録確認：「古川由美子」委員と「陸川昇一」委員に依頼。 

始めに、報告事項（１）「勝馬投票券場外発売所立地関連地域振興基金の活用による

二本木駅周辺の整備に関する意見書の回答について」 

当地域協議会が、6 月 29 日付にて市長宛に提出した「勝馬投票券場外発売所立地関

連地域振興基金の活用による二本木駅周辺の整備についての意見書」に対し、前回及

び前々回の地域協議会では、木田庁舎より髙橋用地管財課長が来られ、回答内容を始

め回答書の提出が遅れている理由などについて口頭にて説明いただいたところである。

本日は、木田庁舎より池田財務部長と髙橋用地管財課長が改めて来られているので、

配布された回答書を基に、再度内容について説明いただきたい。 

【池田財務部長】 

   （要旨） 

   貴地域協議会からの意見書に対する回答書の提出が遅れたことについて、先ずもっ

てお詫び申し上げたい。意見書の内容は、協議会の皆さんがこれまで非常に丁寧な議

論をされ、時間をかけて練り上げてきたものであり、私自身も大変重く受け止めてい

るところである。回答が遅れたのは事務的な遅延によるものであり、そのことで皆さ

んに不信感を与えてしまったとすれば大変申し訳なく、お詫びの言葉もないくらいで

ある。なお、回答文の記載内容については、予算の仕組みの関係で行政的な言い回し

になっているが、主旨としては新年度の中でしっかりと事業化ができるように、これ

から中郷区総合事務所と連携して確実に進めていきたいということであり、そのこと

をお含みいただいた上で回答文をご覧いただければと考えている。 

【髙橋用地管財課長】 

・引き続き回答書を朗読。 
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【高橋会長】 

 今ほどの説明について質問・意見等を求める。 

【坂田委員】 

  先般、今年度第 1 号となる中郷区地域協議会だよりが発行された。私は今回のたよ

りの編集委員を担当し、同委員会では回答文を表紙のトップに掲載することを予定し

ていた。ところが、回答書の提出が大幅に遅れたことにより、やむを得ず用地管財課

長による口頭説明の中から、ポイントとなる事項を抜粋し編集を行ったということを

知っておいてもらいたい。1 点確認したいのだが、これは平成 31 年度に市の事業とし

て間違いなく実施するという認識でよいのか。 

【池田財務部長】 

  予算の手順としては、先ず、担当課から予算の要求が上げられ、査定が行われる。

その後、議会に上程し議決を得てはじめて予算が成立するという流れになる。このた

め、間違いないかと言われると議会の議決を得るまでは確約はできないことになって

しまうが、我々としては責任を持ってこれからきちんと要求をしていきたいと考えて

いるところである。 

【竹内(靖)委員】 

  今回の事業を以って基金を使い切るということにはならない。このため、残金の使

途を巡り今後も同じような状況が生じてくることが想定される。地域協議会で使途を

まとめていくことに対し、正直なところ負担と感じる部分も皆さん持っていると思う。

合理的な考え方の一つとして、行政側から使途に対する意見や指導があってもよいの

ではないだろうか。 

【池田財務部長】 

  現在、総合計画の見直しを行っている最中であり、行政側からも使途について提案

するような形で検討していくことも必要かと考えている。 

【高橋会長】 

  回答書の提出が遅れることは、行政に対する不信感しか生まれてこないということ

を是非ご承知おきいただきたい。これが逆の立場であればどうであろうか。もし、市

からの諮問に対し、答申が 2 か月も遅れた場合、地域協議会は何をしているのかとい

うことになるのではないか。上から目線ではなく、常に逆の立場で物事を考え、でき

るだけスピーディな対応をお願いしたいと思う。 
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【高橋会長】 

  皆さん、他に何か質問、意見等はあるか。 

－全委員なし－ 

【高橋会長】 

  特になければ、報告事項（１）の「勝馬投票券場外発売所立地関連地域振興基金の

活用による二本木駅周辺の整備に関する意見書の回答について」は、これで閉じるこ

ととする。 

－池田財務部長、髙橋用地管財課長退席－ 

【木村所長】 

・引き続き、二本木駅前トイレ改築に向けた関係機関等の打ち合わせ結果（場所、 

デザイン、周辺の環境整備など）について報告 

   （要旨） 

   去る 8月 30 日に、二本木駅前トイレ改築に向けた関係団体等との打ち合わせを行っ

た。その中で、デザインについては、できるだけ駅舎と調和のとれたものとし、また、

場所については、現在のトイレと駅舎との間に、えちごトキめき鉄道（株）所有の空

き地があり、当地は駅舎に隣接していることから、この場所に改築すれば、より利便

性が高まるのではないかという旨の意見が多くあった。なお、この場所に改築した場

合、電柱や流雪溝が支障となってくることから、移転の問題が生じてくることになる。

このため、技術的な面を含め、当場所を提供いただけるか確認をしている状況である。

今後、方向性が見えてきた段階で、再度関係団体等との打ち合わせ会を行う予定とな

っている。他にも駐車場の舗装がかなり傷んでおり、毎年少ない予算で部分的に補修

をしている状況であるため、今回のトイレ改築に併せ、駐車場を全面的に改修し、こ

れに伴い車止めや防犯灯のＬＥＤ化など安全面も含めて整備すべきとの意見があった。

現在、このような状況で動き出しているところである。今回の、トイレを含めた駅前

周辺整備については、これまで分科会に分かれ審議を行ってきた 2つのテーマのうち、

ハード面のテーマ「二本木駅周囲の環境面整備」をいよいよ具現化することになった

ものである。一方、ソフト面のテーマである「今後の問題点や実施すべき事項並びに

ＰＲ活動を含む企画全般」については、今ほど申し上げた関係団体等との打ち合わせ

を今後も何度か重ねていく過程の中で、この件も含め活発に意見交換を行っていきた

いと考えている。 
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【高橋会長】 

 今ほどの報告について質問・意見等を求める。 

－全委員なし－ 

【高橋会長】 

それでは、次に、協議事項(１)の「自主審議事項について」協議する。当地域協議

会が審議を進めてきた「二本木駅を核とした地域活性化」に係る意見書の回答内容に

ついては、配布された回答書を基に今ほど改めて説明があったとおりである。これを

踏まえ、4 月からの取組み状況を振り返ったうえで、今年度の下半期となる 10 月以降

の自主審議スケジュールについて再度協議したいと考えている。事務局より案の説明

を求める。 

【丸山班長】 

・資料№2に基づき説明 

【高橋会長】 

今ほど説明があったとおりである。なお、当初スケジュールでは、今後、ソフト面

のテーマである「今後の問題点や実施すべき事項並びにＰＲ活動を含む企画全般」に

ついて検討し、関係団体等との意見交換を行うことが予定されていた。しかしながら、

先ほど木村所長より、関係団体等との打ち合わせを今後も何度か重ねていく過程の中

で、ソフト面についても活発に意見交換を行っていく旨の報告があったことから、自

主審議事項「二本木駅を核とした地域活性化」については、当月を以って審議を終了

したいと考えているか如何か。 

－全委員賛同－ 

【高橋会長】 

   皆さんから賛同いただいたので、自主審議事項「二本木駅を核とした地域活性化」

については、当月を以って審議を終了することにする。 

なお、事務局案では 10 月より基金残額の使途を視野に、新たな地域課題の検討に移

ることになっているが、このことを含め、今後の審議スケジュールについて概ね案の

通り進めることにしてよいか。 

－全委員賛同－ 

【高橋会長】 

皆さんから賛同いただいたので、今後はそのように進めることにする。 
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【岡田(龍)委員】 

  1 点要望をお願いしたい。今まで出てきた課題の中で、例えば消雪パイプなどにお

ける行政の取組みの進捗状況がわかるようにしてもらうと、今後の協議がし易くなる

のではないかと思っている。 

【木村所長】 

  どの範囲まで示せるか、内部で検討させていただく。 

【高橋会長】 

   皆さん、他に何か質問、意見等はあるか。 

－全委員なし－ 

【高橋会長】 

   特になければ、協議事項（１）の「自主審議事項について」は、これで閉じること

とする。 

【高橋会長】 

続いて「その他」に移るが、事務局何かあるか。 

【丸山班長】 

  ・地域協議会だより第 46 号（9月 15 日発行）について報告 

  ・安塚区地域協議会及び牧区地域協議会の視察研修について情報提供（視察先： 

中郷区まちづくり振興会） 

【藤井主事】 

  ・当区の視察研修案内について連絡 

【木村所長】 

  ・次回地域協議会にて諮問予定の「中郷いきいきサロンの廃止」について概要説明 

【小嶋次長】 

  ・乗合タクシーの減便と住民への周知について報告 

【高橋会長】 

これらの件について、何か質問、意見等はあるか。 

【高橋委員】 

  中郷いきいきサロンの廃止について 2 点ほどお聞きしたい。1 点目は、同施設を会

場に行っている出前サロンが、二本木駅舎の改修に伴い、駅舎内に会場を移すことも

検討するとしているが、これはいきいきサロン廃止の時期と重なるのか。2点目は、現
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在、社会福祉協議会が事業の一環として、同施設にてふれあいランチを作っているが、

これは今後どのようになるのか。 

【木村所長】 

  1 点目については、中郷いきいきサロンが廃止された後、直ぐに使えるよう現在計

画的に工事が進められている。2点目については、ふれあいランチは必ずしも社会福祉

協議会が行うものではなく、他の区域では農協などが行っているところもある。この

ため、現時点では調理の場所も含め未定の状況である。 

【高橋委員】 

   乗合タクシーについてお聞きしたい。減便に伴うスクールバス運行を利用できるの

は、遠距離通学費補助対象者のみで、近距離通学者は利用できないことになっている

が支障はないのか。 

【木村所長】 

   これまでも、近距離通学者の乗合タクシー利用は無かったと認識している。このた

め、特段支障はないものと考えている。 

【高橋会長】 

委員の皆さんから何かあるか。 

－全委員なし－ 

【高橋会長】 

他に発言がないため、これをもって、本日の会議を終了する。 

次回の会議は、１０月２４日(水) 午後６時３０分から「中郷区総合事務所」で行

うこととする。 

 (終了 午後 7時 50 分) 

９ 問合せ先 

中郷区総合事務所 総務･地域振興グループ 

TEL：0255-74-2411（内線 165） 

E-mail：nakago-soumu.g＠city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


